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アウトソーシングサービスは個別に提供していた情報システムの各サービスを情報システム共通基盤という形で統合し,トータルサービスと

して顧客に提供する｡顧客は共通化のメリットを享受することができるとともに,情報システムの企画や本来業務に専念することができる｡ま

た,運用から開放された余力で新規開発も可能となる｡

1980年代に米田で‾始まったアウトソーシングの流れ

は,わが出でも1990年ころから急速に拡人してきている｡

アウトソーシングとは,持去業務を外部の専門機開に委

託することにより,みずからの経営資源をコア(中核)業

務に集中させることである｡広範囲にわたるアウトソー

シングの対象となる業務の中でも,情報処理業務は最も

アウトソーシング化が進んでいる分野である｡アウトソ

ーシングにより,低コストで高信頼の情報処理サービス

が受けられるからである｡また,耐震設備などの万全の

安全対策を施したセンターでの運川も魅力と思われる｡

日立製作所は,1993年に情報処理業務のアウトソーシン

グサービスを開始して以来,センター基盤の整備と,SI

(SystemIntegration)からSO(System Operation)まで

の一貫したサービス内容の充実に努めている｡アウトソ

ーシングは,企業の財務体質改善の手段として発展して

きており,現在では,企業戦略の一環として位置づけら

れている｡また,き11然ながら,情報システムの効率的な

運川は,公共機関にとっても有効なソリューションとな

りうる｡日立製作所は,開発から運用まで一貫したサー

ビスの提案を目指し,業務システム開発･運用サービス,

バックアップサービス,C/S(ClienトServer)運用管理者

代行サービスなどのメニューを用意しており,今後も拡

充する方針である｡また,インターネットバンキングや

企業ネットワーク,企業間EC(ElectronicCommerce)サ

ービスといった新たなサービスも,H末アウトソーシン

グセンタの高度なセキュリティ基盤の上に構築している｡
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はじめに

日立製作所は,アウトソーシング(業務の外部委託)を

ソリューションサービス事業の一環として位置づけ,長

年のシステム事業で培った豊富な技術と運用の実績を碁

に,総合メーカーとしてのメリットを牛かして,運用セ

ンター基盤の整備とサービス内容の充実に努めている｡

ここでは,メインフレームからパソコンまでさまざま

な情報技術を横断的に包含し,顧客のビジネスプロセス

改革の有力な手段としてのアウトソーシングサービスに

ついて述べる｡

アウトソーシングの現状と展望

2.1アウトソーシングの背景

1960年代に,米国のEDS(ElectronicDataSystems)社

が情報処理部門業務の受託運用を開始している｡当時は,

アウトソーシングが事業としての優位性をなかなか見い

だしえなかったが,その後,1980年代に入り,企業の経

営改革の手法として注目されるようになった｡これは,

経曹削減を基本とした財務体質改善と製品･技術などの

企業力のいっそうの強化を求めるものであった｡米国で

は近年,アウトソーシングを活用する企業が急速に増加

している(図1参照)｡一方,わが国では,1990年代に入

ってアウトソーシングが注目されはじめ,コスト削i成を

第一目的として浸透してきた｡

2.2 アウトソーシングの意義

アウトソーシングは,顧客の抱える問題を解決する有

効な手段である｡情事艮処理業務では,顧客は計算機や関

連機器,設備の維持･運用に多大なコストを常やし,さ

らに要員の確保や労務管=哩に腐心している｡また,日進

0% 50% 100%

1992年

1995年

アウトソーシングを活用している｡ 活用していない｡

58 42

86 14

出典:A.T.Kearneyによるアンケート調査

図1 米国企業のアウトソーシング活用推移

何らかの業務でアウトソーシングを活用している米国企業は急

激に増加している｡
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月歩の勢いで進歩し続ける情報技術に対応するには,従

業員の教育･訓練などにも投資しなければならない｡こ

れらの問題を一気に解決する方法として,アウトソーシ

ングがあげられる｡外部に存在する資源･ノウハウを活

用することにより,固定雪の流動費化による財務構造改

善を基に,経常資源を顧客本来の業務にシフトすること

ができるからである｡

アウトソーシングは,民間企業にとってだけでなく官

公庁や自治体などの公共機関にとっても,有効なソリュ

ーションとなりうる｡透明で適正な運営が求められる公

共棟関にとって,外部委託によって効率的な運用が可能

になることと,コストを含む情報システム運用を止確か

つ計画的に把握することには大きな意義がある｡

2.3 拡大するアウトソーシング市場

外部委託による投資効率の向上を第一目的に発展して

きたアウトソーシングは,バブル経済の崩壊以降,低経

済成長が続く中で,その需要がますます加速しつつある｡

日本版ビッグバン(大改革)などの規制緩和の進展によっ

て企業間競争が厳しさを増す一方,新たに創出されるビ

ジネスチャンスに機を逃さず対応するためには,アウト

ソーシングによるビジネス基盤の早期立ち上げが大きな

武器となる｡事業拡大や新規事業展開のために,あえて

外部に関係を求め,業務の一部を外部の専門機関にゆだ

ねることは,今後に向けての有効な選択肢の一つである｡

また,新社会インフラストラクチャーの普及に伴い,

顧辛がアウトソーシングに求めるサービスの範岡は拡大

しつつある｡具体的なサービスとして,顧客の事務所に

点在しているC/Sシステムの運用管理,ネットワークや

ネットワーク機器の一元的な運用管理,企業間の商取

引･決済業務の基盤提供などがあげられる｡今後,顧客

がアウトソーサに求める付加価値は,ますます多様化す

るものと考える｡

ll 日立製作所のアウトソーシングへの取組み
3.1日立製作所のアウトソーシングサービス

11立製作所は,アウトソーシングを単なる委託･受託

という関係ではなく,顧客とのパートナーシップの確立

による問題解決の有効な手段であると認識している｡顧

客の問題解決のために,業務に精通した技術者,情報技

術に精通した技術者が,常に有効なソリューションを提

案し,高度な情報システムによる顧客の経常に資する情

事糾ヒ効果をもたらすことがアウトソーサとしての重要な

責務と考える｡
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日立製作所は,総合電機メーカーとしての弓重みをチ‡三か

し,空調設備からコンピュータのハードウェア･ソフト

ウェアまで自社調達ができる｡同時に,R立グループは,

物流専門会社からネットワーク専門会社まで,アウトソ

ーシングにかかわるさまざまな分野の企業を擁してい

る｡日立製作所はサービスプロバイダとしての実績も積

み重ねており,崇富な情報システム開発の経験を持って

いる｡これらのシステム基盤から構築ノウハウまで広範

囲にわたるl+立製作所の資産を統合することにより,顧

客のニーズにかなうアウトソーシングサービスを提案す

ることができる(図2参月別｡

日立アウトソーシングセンタでは,実績のある運用技

術による高効率運営を展開するとともに,基盤となるコ

ンピュータ設備,体制,運用ノウハウなどの資源の集約･

集積による規模程度の経済性を発揮させている｡また,

顧客の要件に合わせた先進技術･資源の共用化,さらに

共同センター化システム構築などにより,専門性を生か

したコスト削減の要請にこたえるととともに,高可用性,

′安全性,保全性にも十分対応したソリューションを提案

している｡

3.2 アウトソーシング サービス メニュー

臼.寸二製作所が提案しているアウトソーシングサービス

を表1,図3にそれぞれ示す｡これらのサービスの特徴

について以下に述べる｡

(1)業務システム開発･運用サービス

コンサルティング

･専門スタッフによる
システムコンサルテーション

運用実績

社内外での大規模システム

の皇宮な運用実績
最新の運用技術による安定

した運用サービスの提供

トータルサービス

●ホストーネットワーク一
端末-ソフトウェアー

運用サービスの一括提供

表1 アウトソーシングサービス メニュー

業務システム開発からパソコン管理まで,幅広いメニューを用意

している｡

サービス名 サービス内容

業務システム開 情報システムの開発･運用･管王里までを日
発･運用サービス 立製作所が一括代行するサービス

業務システム 現行の情報システムを日立アウトソーシン

運用サービス グセンタで運用するサービス

センタバック

アップサービス

顧客のセンターが災害などで機能を果たさ

なくなった場合,日立アウトソーシングセン

夕のリソースを利用するサービス

セカンドセンタ

サービス

単発的な大量データ処‡里など,情報システム

処王里の一部を日立アウトソーシングセンタ

で運用するサービス

C/S運用管理者 顧客のC/Sシステムの運用管理者の作業を
代行サービス 代行するサービス

Groupmax 顧客のGroupmaxシステム構築後の運用を代

運用管理代行サービス行するサービス

WWW 顧客のWWWサーバを日立アウトソーシング
運用サービス センタで預かり,運用するサービス

注:略語説明 WWW(WorldWideWeb)

顧客の業務システムを日立アウトソーシングセンタで

預かり,連用するサービスである｡新規に情報システム

を構築する場合には,業務システムの開ヲ竜から運用･維

持･管理までを一貫してサポートする｡

このサービスでの顧客のメリットは,業務運川からの

開放によって人材を本来業綺へ再配置することが可能と

なる点である｡そのほか,長期契約でシステム経費の平

準化が図れるとともに,長期計画の見直しを図ることが

システムエンジニアリンク

業種に特化したS巨体制

システム全体の取りまとめ力

豊富な大規模プロジェクトの実績

日立製作所のアウトソーシングサービス

関連技術

･スキルに特化した,多種の関連
会社を含めた総合力でサポート

機密保護･安全性

･通商産業省･郵政省･自治省
などの関係省庁の基準をクリア

注:略語説明 SE(SystemsE吋neer),VAN(Va山eAddedNetwork)

図2 日立製作所のアウトソーシング事業のバックボーン

日立グルー70で培った豊富な実績が,安定で高信頼のサービスの基盤となる｡
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豊富なサービス

･日立VANによる国内･
国際ネットワークの提供

･超大型コンピュータでの
豊富な処理能力の提供

･日立グループの総力を結集

耗営の安定性

･長期間のパートナー契約に
こたえられる安定性



648 日立評論 Vol.80No.9(1998-9)

可能となる｡

(2)センタ バックアップサービス

顧客のセンターが災害などでセンターとしての機能を

果たさなくなった場合,R立アウトソーシングセンタで

顧客の情報システム運用に必要なコンピュータリソー

ス,スペースなどの設備や環境を提供するサービスであ

る｡基本的なサービス内容は,災害時のバックアップ用

リソースの提供のほか,リカバリ計画書･手順書の作成

支援や,平常時のバックアップ環境の維持,災害訓練用

のリソースの提供である｡また,共同型と専用型の二つ

のバックアップ方式により,顧客に適切なサービスの提

供を図っている｡

(3)セカンド センタ サービス

請求書の発行･発送,単発的な大量データ処理,休日

や夜間帯の特定処理など,情報システム処理の一部を日

立アウトソーシングセンタで運用するサービスである｡

ピーク時を想定した余剰設備の解消(システム能力不足

への対応)や,新規業務への柔軟な対応が可能になるなど

の効果がある｡

(4)C/S運用管理者代行サービス

このサービスでは,顧客のC/Sシステムの運用管理者

の作業を代行する｡複雑化,大規模化するC/Sシステムの

運用上の問題や,TCO(TotalCostofOwnership)の増

大に対し,H立製作所は,顧客の業務運用に応じたサー

ビスをrtl意している｡基本的なサービスとして,企業内

ヘルプデスク,C/Sシステム構成管理,LAN監視を行う｡

そのほか,オプションメニューとして,ネットワークの

性能管理,サーバ管理,セキュリティ管理,ディスク障

害時の設定情報回復,運用手順書の作成支援もサポート

している｡

(5)Groupmax運用管理代行サービス

日立製作所のグループウエア製品である"Groupmax”

を使用したシステムの運用を代行するサービスである｡

このサービスでは,前述のC/S運用管理者代行サービス

の各メニューに加え,Groupmaxサーバの管理作業(メー

ル,文書管理,ワークフロー管理作業など)を代行し,人

事異動時の変更にも柔軟に対応するほか,365日,24時間

の体制でサービスを提供する｡

(6)WWW運用サービス

顧客のWWWサーバを日立アウトソーシングセンタ

で預かり,運印するサービスである｡このサービスでは,

専任技術者と集中監視システムによる,信頼性の高いシ

ステムを顧客に提案するほか,システムの拡張〔CPU

(CentralI)rocessingUnit)性能,ディスク容量など〕に

特定機能の

基盤提供

業務運用

システム

運用･維持

センダノソース

提供

企業間EC(TWX-21)

インターネットバンキング

など

セ

力
ノ

ド

セ

ノ

タ

サ
l

ヒ

ス

業務システム開発･

運用サービス

業務システム

運用サービス

Groupmax

運用管理代行

サービス

C/S運用

管理者代行

サービス

企業ネットワーク

アウトソーシング

(Compassporl)

WWWサーバ

運用サービス

センタ

バックアップ

サービス

ニーズ
情報

インフラストラクチャー
汎用コンピュータ C/Sシステム

企業ネットワーク

(ATM,フレームリレーなど)
インターネット

注:略語説明 ATM(AsynchronousTrans†erMode)

図3 アウトソーシングサービスのメニュー体系

日立製作所では,顧客独自のシステムに対する運用サービスを,システムのインフラストラクチャーに応じて体系化している｡また,新ビジ

ネスとして,機能に特化した標準的なシステム基盤を提供するサービス群を開発し,体系に取り入れている｡
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も柔軟に対ん』する｡

3.3 新ビジネス対応アウトソーシング

情報システム分野では日進月歩でさまざまな新技術が

牛まれており,顧客は,新しい技術を駆使したビジネス

チャンスを模索している｡日カニ製作所は,このニーズを

いちヤ･く取り入れた新ビジネス対応アウトソーシングサ

ービスの提案に取り刹1んでいる｡特に,インターネット

の商用利用の急激な普及や各種規制緩和に伴い,多様な

ビジネスが牲まれ,それに対応した新たな情報システム

構築へのニーズが高まっている｡例えば,インターネッ

トを利用して商耳くijlや決済などを行う電子商取引システ

ムや,金融ビッグバンに対J心した新規金融商品対応のシ

ステム,さらに統合業務パッケージやグループウエアを

片すいた業務改革システムがあげられる｡

これらのシステムに求められる:障徽として,短期間の

開発,低ランニングコスト,および品質の高い運用(24時

間の障害監視や高セキュリティ保持など)があげられる｡

日立製作所は,これらのニーズにこたえるソリューショ

ンの一つがアウトソーシングサービスであると考え,以

下の観点で顧客のニーズを満たすサービスの提案を目指

している｡

(1)統合業務パッケージ共同利用型センタ,オープンネ

ットワーク･システム利川による低コスト･短期間での

システムの提案

(2)運用設備･人員の集約化による低コスト･高品質の

システム運用サービスの提案

(3)口立製作所のセキュリティ技術を結集した,高セキ

ュリティ保持が可能なサービスの提案

代表的な新ビジネス対応のアウトソーシングサービス

の例について以‾卜に述べる｡

3.3.1企業ネットワークアウトソーシング"Compassport”

新ビジネスを支えるシステムの基盤として第一にあげ

られるものは,インターネットを代表とするネットワー

クシステムである｡H七製作所は,信頼性の高いネット

ワークを顧客が利川できるように,``compassport”とい

う名称でネットワーク アウトソーシングサービスを提

案している｡

このサービスでは,ネットワーク監視センターを拠点

とし,顧客が利用する広域ネットワーク綱とルータなど

の通信機器の障害監視機能(機器･設備の保守時を除く

24時間･365日体制｡),障害時のコールセンター機能,ネ

ットワーク稼動情事馴文集･分析と,迅速な障害対応など

を提供している｡また設備向では,各種安全基準に適合

した日立アウトソーシングセンタの利用や設備などの多

重化などを行い,高信頼性,高セキュリティのアウトソ

ーシングサービスを提案している｡

3.3.2 ECを支えるアウトソーシング

インターネットのようなオープンなネットワーク上で

安全な商二取引を実現するためには,通信内容の秘匿(暗号

化),データの安全な保持(外部からのアタック･改ざ

ん･破壊防止,内部犯罪の防【】L)など,セキュリティ保持

に注力しなければならない｡世界的には,公開鍵暗号基

盤※)によるEC(Electronic Commerce:電子商,取引)が推

進されており,認証尚･公証拭を頂点とした安全なECシ

ステムが提供されつつある｡R立製作所も,この分野に

力を入れている｡アウトソーシングとしては,1997年秋

に設立された口本認証サービス株式会社による認証こ告発

行サービス(認証局)と,インターネット利用による,家

庭のパソコンでの資金移動(口座振替)や残高照会の銀行

業務などを実現するインターネット バンキング システ

ムの共同利用サービス〔インターネットバンキング共同

センタ(計画中)〕,およびインターネットを利用して企業

間商取引を行うシステムを提供する"TWX-21''サービ

スの運用があげられる｡これらは,暗号化やデータを外

部からのアタックや内部不止から保護するための,二重,

三重の厳重なセキュリティ設備･システムを用意し,顧

客が安全なシステムを利川できるようにしたアウトソー

シングサービスである｡

特に,インターネットバンキング共同センタでは,パ

ッケージソフトウェア,ハードウェアの共1日j利用で顧客

の投資を抑え,かつ最新鋭のシステムを短期間に実現す

るという共同利用型アウトソーシングの特徴を生かした

サービスとする予定である｡また,このインターネット

バンキング システムを核として,新規金融商品をパッケ

ージ共同利鞘型アウトソーシングサービスに積極的に取

り込み,令融業界の顧客ニーズにこたえる,多様なサー

ビスを順次提案していく考えである｡

※)代表的な基盤として,米田VISAInternational社と

MasterCard International社が提唱するSET(Secure

ElectronicTransaction)規格や,U立製作所,富十通株

式会社,l+本電気株式会社が共IiiJで開発したSECE

(SecureElectr()nicCommerceEnvironment)があげら

れる｡
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日立製作所は,年々拡大するアウトソーシングのニー

ズにこたえるため,サービス開始時からコンピュータセ

ンタやマシン設備などのインフラストラクチャーの整備

を積極的に進めてきた｡まず,資源･ノウハウの集約化

を図るため,横浜‾｢打と大阪市の東西2大拠点に最新鋭の

設備を持ち,安全対策を施したセンタを開設している｡

さらに,1999年4月には,岡山県に第三のアウトソーシ

ングセンタを開設する｡これにより,3拠点間の相互バ

ックアップなどによる,柔軟で高信頼のセンタ運営が可

能となる｡また,今後の多様化する市場のニーズにこた

えるため各拠点の拡大をl刈っていく考えである｡

これら拠点の設備に加え,U立製作所の総合力を生か

し,ハードウェア･ソフトウェアの設計者をはじめ,業

種ごとのSEやネットワーク技術者,専任の保守要員など

をそろえた体制で,顧客の情報システムを支えている｡

おわりに

ここでは,アウトソーシングサービスの概要と,現行

のアウトソーシングの延長としての新分野のアウトソー

シングサービスについて述べた｡

アウトソーシングサービスは顧客のさまざまな形態で

の開発･運用に対応が可能であり,情報システム運営の

主要な形態の一つであると考える｡今後は,現在契約中

の顧客の満足度の向上と,新たな顧客にこたえることが
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できるサービスの拡大を図っていく考えである｡

参考文献

1)社団法人情報サービス産業協会:アウトソlシング市場

の拡大に向けて(1997年)

執筆者紹介

一`くど j一■野

遍

.′t､

蛋∧

俸
汲 ▲

▲i

河野-j姓

199()年H_g/二製作所人社,情報システムホ業部 アウトソー

シング部所鵜

現在,製造･流通菜のアウトソーシング業帝に従事

E-mail:k-kawano@system.hitachi.co.Jp

加賀見義宣

1991牛口寸二製作所入札,情事Iiシステム事業部 アウトソー

シンブ部所属

現在,クライアントサlバ系アウトソーシング業掛二従事
E--¶aiI:y-kagami@system.hitachi.co.Jp

加藤 拓

1993牛口‾キニ製作所入社,情報システム車繋部アウトソー

シング讃=叶属

現在,金融･証券業のアウトソーシング業掛二従･拝

E-mail:hi-katoh@system.hitachi.co.jp

米匡l英央

1994flこ口立聾望作所入社,情報システムーfi業部アウトソー

シング部所属

現在,インターネット胤垂のアウトソーシング業掛二従事

E-Illail:h-yO11eda@system.hitachi.co.jp




